
旧プログラム成果報告

ー産学官による輸送・超小型衛星ミッション拡充プログラムー

（J A X A - S M AS H）



JAXA-SMASHの成果とSTEPSへの発展的移行

1. JAXA-SMASHの進捗と成果

2. JAXA-SMASHにおけるスキーム構築

3. JAXA-STEPSへの継承・発展



1. JAXA-SMASHの進捗と成果（JAXA-SMASHの概要）

J A X A
の 強 み

大 学
の 強 み

企 業
の 強 み

• 革新的ミッション・技術開発・実証先導
(コンステレーション等）

• 他事業への展開

•超小型衛星ミッション多様化
•コア技術拠点化
•人的基盤強化

•超小型衛星バス・部品・コンポ等の
競争力強化・事業化

•民間小型ロケット事業化

連携強化

連携強化

三位一体で、革新技術にも挑戦する超小型衛星ミッション(50kg級以下)を、
民間小型ロケット等を活用して実現する、JAXAの研究開発プログラム(毎年公募、1年に1回程度打上げ)。

•超小型衛星ミッション公募・選定(年に1回程度)
プロジェクトマネージャをJAXA外に設置
 JAXAは共同研究者として参画

•約1年で成立性検討・プロジェクト計画作成 (年に3件程度)

•約2年で衛星開発 (年に1件程度)

•JAXAが民間輸送サービス調達、民間が打上げ 
   (年に1件程度)

移行審査

政府による活用を通じて

民間小型ロケットの事業化促進
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1. JAXA-SMASHの進捗と成果（採択済み案件の状況）

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 備考

超小型衛星ミッション公募

第１回公募
・ VERTECS（九工大）

Space BD社との打上げ輸送サー
ビス契約により、H3-30形態試験機
での打上げを実施予定。

第2回公募

・ 宇宙天気（金沢大） FSフェーズから衛星開発フェーズ
へ移行

・ ソーラセイル（科学大） FSフェーズから衛星開発フェーズ
へ移行

打上げ輸送サービス

・受注意思確認

・個別契約発注

第2回公募衛星向け打上調達につ
いて基本協定締結事業者に対して
受注意思確認を実施。事業者選定
中。

2025/2

FSフェーズ

FSフェーズ

▲現在

受注意思確認

△契約（TBD)

【第2回公募衛星向け】

衛星開発フェーズ

衛星開発フェーズ

打上げ（TBD：未契約）2023/12

衛星開発フェーズ

打上げ予定（2026/6/10：
H3-30形態試験機相乗り）

打上げ（TBD：未契約）

契約 契約



1. JAXA-SMASHの進捗と成果（採択済み案件の概要）

カテゴリー 期間
ミッション

提案者
JAXA

連携部門
ミッション名/概要

衛星開発
フェーズ

2年

九州工業大学（＃１公募）

ISAS

高精度姿勢制御6U衛星による宇宙可視光背景放射観測で探る天体形成史

• 宇宙背景放射観測に適した観測装置の開発
• 宇宙の起源、天体の形成に重要な宇宙背景放射を観測

金沢大学（＃２公募）

ISAS

宇宙天気の三次元計測と能動的放射線帯制御に向けたプラズマ波動の
  長距離伝搬機構の解明

• 人工電波による能動的な放射線帯制御を目指し，地上と宇宙とを繋ぐダク
トの形成過程を明らかにすることを目標とする．

• 人工電波を用いた能動的放射線帯制御の可能性を宇宙科学の観点から追
及し，誰もが安全に宇宙を利活用するための宇宙天気サービスの事業化を
目指す．

東京科学大学（＃２公募）

ISAS

超小型ソーラーセイルによる姿勢・軌道統合制御

• 地球周回低軌道における超小型ソーラーセイルの航行技術，特にジンバル
付きセイル構造を利用した姿勢・軌道統合制御技術の実証を目指す．



1. JAXA-SMASHの進捗と成果（第一回公募案件:VERTECSの概要）
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宇宙背景放射

宇宙背景放射と宇宙の歴史

衛星フライトモデル 太陽電池パドル展開時

VERTECS衛星仕様
 6U級CubeSat
 高精度姿勢制御
 小型望遠鏡搭載

ミッション

 可視光波長の宇宙背景放射観測による
天体形成史の解明

開発進捗（2026年6月4日時点）
 衛星開発：完了
 試験：完了
 打上げ：2026年6月10日予定

【JAXA-SMASH 参画機関】
1. 九州⼯業⼤学 

2. JAXA宇宙科学研究所(ISAS)
3. 関⻄学院⼤学 
4. 東京都市⼤学 
5. ⾦沢⼤学 

6. 東京科学⼤学 
7. 福井⼤学 

8. 株式会社コシナ 
9. セーレン株式会社 
10. 株式会社イメージ・テック

資料提供：九州工業大学



1. JAXA-SMASHの進捗と成果（プログラムの成果）

●ミッション成果

• これまでに１件の衛星開発フェーズ案件を採択。

• ５件のフィジビリティスタディーフェーズ案件を採択し、内２件について衛星開発フェーズへ移行。

• １件の衛星開発を完了し、打上げ準備段階に到達。

●スキーム構築 → 次頁以降詳細。JAXA-STEPSへ継承

• ミッション公募・選定、フィジビリティスタディー、フェーズ移行審査、衛星開発、打上げ準備に至る

一連のプロセスを確立。

• 打上げ輸送サービス調達について、基本協定締結・個別契約の二段階調達プロセスを確立。

●事業化、産業促進の成果

• 超小型衛星に係る１件の新規事業者を創出。３社以上の新規事業創出に貢献。

• 民間打上げ輸送サービスに係る１件の調達を実施。２件目の調達を実施中。

プログラムの成果

JAXA-SMASHは、ミッションの実現に加え、実証に向けたスキーム(仕組み)を構築
また、事業化・産業促進について、一定の成果を得た



2. JAXA-SMASHにおけるスキーム構築(衛星開発・打上げ)

公募・選定

契約
(覚書・共同研究契約)

衛星開発・
事業化検討

打上げ準備

軌道上実証

ミッション検討、体制構築、提案
審査において技術的成立性、事業性を評価

JAXAとの役割、責任の明確化

JAXAとの共同研究に基づいた衛星開発、試験等
(プロジェクトマネージャは提案者)
技術開発と事業化検討を並行実施

ロケットとのIF調整、射場作業等

技術、ミッションの成立性確認
成果創出

フィジビリテー
スタディー

フェーズ移行審査

フィジビリティスタディー
フェーズに採択された場合

衛星開発フェーズ
へ移行

JAXA-STEPSでは対象・実証手段を拡張衛星開発フェーズ



2. JAXA-SMASHにおけるスキーム構築(打上げ輸送サービス調達)

基本協定の策定・締結から個別契約に至る
一連の調達プロセスを確立

基本協定の目的
 基本的事項の合意
 技術的要件を満たす事業者の参入
 情報共有枠組みの整備
 打上げ輸送サービス契約締結に係る

事務手続きの効率化

（JAXA-SMASH 基本協定応募要領より抜粋）

JAXA-STEPSでは「宇宙実証サービス」調達として拡張予定

民間ロケットの参入と事業化を促進する枠組みを構築



3. JAXA-SMASHからJAXA-STEPSへの継承・発展

JAXA-SMASHの実績

【ミッション公募・選定】
• 超小型衛星ミッションを実現

• 衛星開発フェーズ、フィジビリティスタディー
(FS)フェーズカテゴリでの公募・選定

• FSフェーズから衛星開発フェーズへの移行審査
• 事業化計画について、継続的なフォロー

【実証機会の確保】
• 打上げ事業者４社と基本協定を締結
• VERTECS向け打上げサービスを調達
• 第二回公募衛星向けの打上げ調達を実施中

→ 実証機会の創出のスキームを構築

JAXA-STEPSへの継承・発展

【ミッション公募・選定】
• ミッションおよびキー技術のPoC(概念検証)
• 衛星のみならず、部品・機器・ツールまで対象を拡張
• 教育目的での公募にも対応
• ・・・and more

【実証機会の拡充】
• 「宇宙実証サービス」調達として、ホステッド

ペイロードサービスと打上げ輸送を一体で調達する
スキームを検討中

• JAXA-STEPS用の宇宙実証サービスに係る基本協定の
策定・公募を予定

• ・・・and more

→ JAXA-STEPSで実証の対象を拡張するとともに、
実証サイクルの加速を目指す




